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はじめに  

コンクリートがカルシウム系バインダー（結合材）を用い、水和反応によって結合さ 

れた固化体であるのに対し、ジオポリマーはアルミノ珪酸塩バインダーとアルカリ溶液

との反応（ジオポリマー反応）によって結合された固化体である。 

本論は、バインダーとして石炭灰、鉄鋼スラグおよびゴミ溶融スラグを用い、アルカリ

溶液として苛性ソーダおよび珪酸ソーダの混合液を混合して作成したジオポリマーの圧縮

強さ特性を明らかにしたものである。 

ジオポリマーの供試体作成 

（１）石炭灰及びスラグの化学組成：本研究に用いた石炭灰、製鋼スラグ及びゴミ溶融炉

スラグの主な化学組成を表－１に示す。 

（２）新材料の作成：石炭灰はそのまま、高炉スラグは粉体状のもの、ステンレススラグ

は 106μふるい通過分、ゴミ溶融炉スラグは風乾後粉砕したものを、最大粒径 250μとし、

全重量の約 70%が粒径 106μ以下に、さらに全体の約 40％が 74μ以下となるように調整す

る。得られる新材料は高強度ジオポリマーの好材料となる。 

（３）供試体の作成：一般に、ジオポリマーの圧縮強さｑｕは石炭灰やスラグの種類によ

らず次式のように表される。       qu＝ｆ(ｗ,η)・・・・・・・・・・・・(1) 

ただし、ｗ（重量比）＝（珪酸ソーダ溶液＋苛性ソーダ溶液）／石炭灰またはスラグ、 

η（重量比）＝苛性ソーダ溶液／珪酸ソーダ溶液。 

本実験ではアルカリ溶液としていずれも市販の 48%苛性ソーダ溶液及び珪酸ソーダ 3 号

溶液を用いた。ジオポリマー供試体は、石炭灰および各種スラグに所定のη及びｗになる

ようにアルカリ混合液を混合したものをプラスチックモールド（直径 5cm×深さ 10 ㎝）に

充填し、室温で 24 時間静置後脱型して作成した。供試体の養生条件は室温にて４週間の気

中養生とした。 

ジオポリマーの圧縮強試験及び結果 

ジオポリマー供試体の圧縮試験は佐賀県建設技術支援機構に依頼した。圧縮試験により

得られた qu とｗの関係を図-1 に、qu とηの関係を図-2 に示す。 

考察及びまとめ 

（１）ｗ~qu 関係：図-1 によれば、一般に qu はｗの減小につれて増大するがｗ=0.4～0.5

でピーク値を示すようである。  
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表―１ 試験に用いた石炭灰及びスラグの主な化学組成  

Ta b . 1  M a i n  c h e mi c a l  c o mp o n e n t s  o f  t e s t e d  f l y  a sh e s  a n d  s l a g s 

（２）qu~η関係：図-2 によれば、qu は一般にηの増加とともに増大し、あるηの値にお

い て qu が 最 大 値

（ qu,max）となるこ

とが分かる。図 -2

にはまたコンクリ

ートの基準強度を

35N/mm2 ( ＝

350kg/cm2) と 設

定して破線で図示し  

ている。図によれば、

高炉スラグ、かずさ  

スラグ、習志野スラグ   図-１ qu とｗの関係      図-2  qu とηの関係  

を用いたジオポリマーは  Fig.1 qu versus ｗ        Fig-2 qu versus η 

この基準強度の 2 倍以上  

となっているのが注目される。 

（３）η~α関係：図-3 は表-1 に示すηをαに対し

て示したものである。図によれば両者の関係は高い

相関のもとに次式で与えられる。  

η＝0.033α-0.20  （r=0.958)・・・・・・・・(2) 

(2)式を用いると石炭灰やスラグの化学組成が分か

れば高強度のジオポリマーが作成可能となる。  
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α(%)=Al2O3+Fe2O3 30.1 25.9 15.2 6.3 15.8 17.6 

qu,max, N/mm
2 45.2 74.8 148.0 48.1 110.0 86.4 

qu,ma,時のη 0.80 0.55 0.40 0.00 0.30 0.40 

qu,ma,時のｗ 0.4 0.5 0.4 0.4 0.4 0.4 
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